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食　物　115

　目的　食用じレて・海藻製品。品質の良否,a色調に左名さ拠ることが今く. また海藻。

色鋼は-7 。。7・ラスト中。同化色蕉組成,-由来している。これらの光ぞ成色蕉ぱク・ロフ・

ラヌ，ト中のヂラコイド膜に色素一タン，ヽ°ク質複合滓汐Vt）として存在しているが，掲藻T'

は，ア,レヤン麟などヽヽ・粘質物質が物量/:: 存在するためクロロフ・=7 ヌトの抽出およびPPC

の分鮨才粂作か極,妁て園難でヽある。そこでヽクロロ？ヲヌ,ト才由出虎しして，A-工海水｡■t用いた

ところ，良好･な結屎射辱られすｾ<n でヽ報Lきする。

　方域　ワカメぐし･t>inna.-tぷ<Ja.) ，ヒジ｀キ( H.出usii竺wi!），ホンダワラ(S.f>Al＼/ellu，）の名葉状

都を試芦ﾄﾋ。し, (I)オストワルμ粘度ﾖ糾2 J: るク・ロ７・ラスト懸J蜀淑。粘性，(2) S OS - ?/)S-E

によるPPOの分離，（ﾖ）各ppﾝ・吸m俣スべ･クトル, 舶HPLC I-よるVTO tn c＼＼＼a., cA I C ，フコ

キサンチンの同定，印螢光分吟ぐ77K旨よる?FC。う色秉。時性なり,z.ついr史蹟左行-7た。

　結果　巾クロロフ・ラスト<r>tia出に陸上植物で今|羽されるトリ又-Hciなとヽヽr褐藻t処理し

た際，7Hﾜ.5以｡上でヽ瑠波。粘度は基し<*曽加するが，人工浦冰で･li その粘性が哨fe^て低い

値を示した。(2)SD.£~一?/＼＆E ，=J: り褐藻。ら3－μ固。色義帯（差昧し仁色素ﾀﾞﾌ分子とS叫の

裸合体を除o を分離した。(3)5DS-"P/＼&E Xヽ最も廸く移動する茶褐色・色東帯。陳収スペ

クいレはβ0。,りtl-≪。およ7・!'63 0nm ・ヒ・－クt 48トぢ2 0n。にもD6JJZ 。肩-t ホした。m同色

熱帯。ci＼＼ a.：c：-7 ＝キサンチン。モル比は，2.8 : 1-.3．1であった。陶級光分析ぐﾌﾜM）<n 銘妥，

同色熊帯in c)nl6 ，フＪキサンチンは，c,＼ a,こ光ヱ･聊iレギ一名外動するFP&であると推一弧さ

剱だ。

C 188 食釧ロエーに£ヽ‘リ味，わ仇既化梗にっいて

越岡ず今院短人　O 岡昨夕　真籐由丸子

鳥越｀覧｡齢　　　　波辺か嵐

　nり　油脂合有／だ& Iよ敗柘！八や-} いのr各痩り眺c 防止剤-使用3 れt きた．　し^ヽむ,

B H /＼なと･は恚糸帷A゛ic紀:rれろこじから- 最之でヽは令り叱用ごれ'5: < '5:' /ﾐ. そこ?■’.

提醍も挫£膚すi 味噌り吏用ロ>)、at の酸光か抑冬'□外、風.味右改.鳶されi りて' はなIヽ

力ヽ'c為L , 吠下の叉疵り了-･た.

　方法　叉疵には軋販.なi, Vにケ作ク米味吻いヽわしタンギ- t C用I- 几･ I' わむ利

^Tし, 味噌千しあ･}■ Za'塩Tし£-fT ? /-L..煮そI. It味

于して考煉し，味呻i お。しりヽノ/:,希Åしt む枚しﾐ.

とＪかﾌn i-除き腹闘さ口し, みヽ';んTし, 味噌子心あヽi. ZA-塩子しい乍

噌卵口tnゆ-iり叶で友沸緩又s TにI参集し，味呻£^，乙いリ/i 涜,寺しとむ較しﾐ.

J h , 吹啖味噌お'入・てヽヽるタフタ- と入■> ? "'なヽヽクバ"f －I/……nつた，ク7 キーは4,に

入れ室瓜係｡侈し，弧B 的に吸化り杖もi,楕べr^. りしょｰ’)ぺ粉‘よぜれt'れ細＼,])らエー7 ノレ

£用･ヽて油L 抽t.し，基準油脂か擦捧でiむSi・是盾知し物価■ ｶI- 尽ヽ｀-ル価左測たしn.。

　欠政経匙　い的しI?)- ')A/ 千し, 味噌千し, あヽぶひ'辰子しｔし, 油の酸化覆ち卜-7 'ヽて

調べ几。t の綿乳，味噌tしりヽわい1 々りり予しに比較_して過酸も物福*^-JI T代ヵヽつた。

i f~.省干しに比へごて転味噌Tしのﾀ が意酸JC物■fiSi.カル求゛ニール価ヵ哨氏い値£示し尺-

吹竃味噌＼'jクツ十一J. 対?1 区｡の7ッ^ －と比枚し＆軸豪て･＆味啼x. りハ-y そーの% tり

酸≫,過良むゆ価, P Iレ禾'ニ)レ価りいf-れ日氏ヽヽ■)ii£if. L た。交に，味噌^､そし&. 灯草色

の胤可しと比靴し＆糾朱, I 日後りりりで, 酸丿面, 過酸も物価，カIレ爪' ●ﾉﾚ/usのいt'λt)
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